
Quarter ; Again
Senario

※本シナリオは BOOTH 上で開催された TRPG シナリオ web 投稿企画、
　『最後の XXX』への参加作品です。

◆ GM 以外は読まないこと
　ここから先は、シナリオが書いて
あります。もしあなたがプレイヤー
をする場合、事前にその内容を読ん
でしまうとゲームを楽しめない場合
があります。あなたがＧＭ をしない
のであれば、内容は絶対に読まない
ようにしてください。

◆インターネット上での取り扱い
　あなたがこのシナリオをＧＭ とし
て、あるいはプレイヤーとしてプレ
イした後で、その内容をそのプレイ
に参加していない人に語る場合にネ
タバレにならないように注意してく
ださい。特にインターネット等の公
開された場での取り扱いにはご注意
ください。
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▼
プ
リ
プ
レ
イ

■
シ
ナ
リ
オ
デ
ー
タ

　
　

プ
レ
イ
ヤ
ー
人
数
：
２
人

　
　
　
　

想
定
経
験
点
：
初
期
作
成
（
※
１
）

　
　
　

推
定
必
要
時
間
：
３
～
４
時
間
（
※
２
）

■
必
要
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等

　

Ｇ
Ｍ
は
最
低
限
「
基
本
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」「
デ
ィ
ケ
イ
ド
」
が

必
要
と
な
る
。（
追
加
の
選
択
肢
と
し
て
、「
ド
ミ
ニ
オ
ン
ズ
」
掲

載
の
「
上
級
ド
ミ
ニ
オ
ン
ル
ー
ル
」
を
導
入
す
る
場
合
の
変
更
点

は
、
本
フ
ァ
イ
ルp.30

を
参
照
せ
よ
。）

（
※
１
）【
大
罪
】
ル
ー
ル
に
つ
い
て
：
本
シ
ナ
リ
オ
は
非
常
に
人
間
性
が
減
り
や
す
い
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
人
間
性
の
回
復
量
が
減
少
す
る
【
大
罪
】

の
取
得
は
シ
ナ
リ
オ
制
作
者
と
し
て
勧
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
初
期
作
成
を
想
定
し
て
お
り
、
非
取
得
者
と
ア
ー
ツ
数
に
差
が
出
る
の
も
問
題
で
あ
る
。

（
※
２
）
オ
フ
ラ
イ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
ボ
イ
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
想
定
時
間
で
あ
る
。

■
シ
ナ
リ
オ
背
景

　

学
生
時
代
、
最
後
の
夏
。
Ｐ
Ｃ
①
は
自
ら
の
正
体
を
打
ち
明
け

た
友
人
、
望も

ち

月づ
き

彩あ
や

花か

と
と
も
に
避
暑
地
へ
の
旅
行
に
来
て
い
た
。

　

夢
の
よ
う
な
時
間
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
そ
の
時
、
突
如
と
し
て

落
下
し
た
隕
石
に
よ
っ
て
バ
ス
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
彩
花
が
下
敷

き
に
な
り
―
―
直
後
に
時
間
の
流
れ
そ
の
も
の
が
乱
れ
始
め
、
彩

花
の
死
こ
そ
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、
一
帯
は
時
間
と
空
間
の
異
常

に
よ
っ
て
隔
離
さ
れ
た
閉
鎖
型
ド
ミ
ニ
オ
ン
と
化
し
た
。

　

本
シ
ナ
リ
オ
は
、
閉
鎖
型
ド
ミ
ニ
オ
ン
を
作
り
出
し
た
隕
石
の

正
体
―
―
異
星
の
遺
物
で
あ
る
保
管
シ
ェ
ル
タ
ー「
虚
構
の
星
杯
」

の
内
部
に
あ
る
巨
大
頭
脳
を
破
壊
し
、
閉
鎖
型
ド
ミ
ニ
オ
ン
か
ら

脱
出
す
る
こ
と
で
終
了
す
る
。
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■
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
と
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト

　

今
回
予
告
を
読
み
上
げ
た
後
、
以
降
の
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
を
コ

ピ
ー
し
て
切
り
離
し
、
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
配
布
せ
よ
。
ど
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
を
渡
す
か
は
、
Ｇ
Ｍ
の
任
意
に
し
て
も

よ
い
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
で
選
択
さ
せ
て
も
よ
い
。
な
お
、
ハ
ン

ド
ア
ウ
ト
お
よ
び
今
回
予
告
の
文
面
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
準
備
の
た
め
に
文
面
を
（
営
利
目
的
で
な
い
な

ら
ば
）
コ
ピ
ー
し
て
も
構
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

　

本
シ
ナ
リ
オ
は
Ｐ
Ｃ
２
人
用
だ
が
、
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
は
３
種
類

用
意
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
②
を
担
当
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、「
シ
ナ

リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
②
」
か
「
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
③
」
の

ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
。
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
②
は
特
に
特

別
な
背
景
を
指
定
し
な
い
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
半
魔
、
シ
ナ
リ

オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
③
は
特
殊
な
事
情
を
有
す
る
半
魔
で
あ
る
こ
と

を
要
求
す
る
。

　

Ｐ
Ｃ
①
を
担
当
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、「
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア

ウ
ト
①
」
を
選
択
せ
よ
。

　

本
シ
ナ
リ
オ
は
、
ク
イ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
シ
ナ
リ
オ
を
遊
ぶ
場

合
は
、
左
記
の
サ
ン
プ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
推
奨
す
る
。
た
だ

し
、
難
易
度
が
高
め
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
上
に
Ｐ
Ｃ
人
数
が
少
な

く
各
ス
タ
イ
ル
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
都
合
上
、
ク
イ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
よ
り
も
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
ほ
う
が
よ
い
だ

ろ
う
。

　

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
を
行
う
場
合
、

Ｐ
Ｃ
の
編
成
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
１
名
＋
攻
撃
役
１
名
（
ア
タ
ッ

カ
ー
を
推
奨
す
る
が
、
し
っ
か
り
と
攻
撃
で
き
る
構
成
な
ら
ば
サ

ポ
ー
タ
ー
で
も
問
題
は
な
い
）
を
揃
え
る
こ
と
。

　
Ｐ
Ｃ
①
：「
魔
王
の
息
子
」

　
Ｐ
Ｃ
②
：「
増
殖
装
甲
」、「
血
塗
ら
れ
た
魔
剣
」、

　
　
　
　
　
「
池
袋
の
キ
ン
グ
」
か
ら
い
ず
れ
か
を
選
択
。

　
　
　
　
　
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
②
を
推
奨
す
る
。
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●各キャラクターの指定カヴァーや設定について
　各ＰＣには以下の指定カヴァーまたは設定がつく。
　よく確認した上でキャラクターを作成すること。

【シナリオハンドアウト①】
　あなたは望月彩花に魔物であるという正体を打ち明け、受け入れられた半
魔である。もしプレイヤーが自らの正体を彩花に隠しておきたい、あるいは
彩花をアンノウンマンのＮＰＣとして扱いたいとする場合、必ずＧＭの許可
を取ること。なお、指定カヴァーは「学生、かつ最終学年」である。

【シナリオハンドアウト③】
　あなたはかつて他の惑星（名前はシナリオ上設定されていない）に滞在し
ていた、あるいはその惑星出身の半魔であり、現在は地球ドミニオンで生活
している。その惑星は虚無によって滅び去った。

●今回予告

学生時代、最後の夏。
思い出作りにと訪れた避暑地に、不運にも隕石が落ちた。

隣にいた友人は倒れ、バスは爆ぜ、ペンションが焼け崩れる。

そして友人の手を手繰り寄せたとき。
あなたの隣に、涼しい顔をして佇む友人の姿があった。

巻き戻る風景。迫り来る脅威。
思い出の場所は、繰り返す死地と化す。

ビーストバインド トリニティ

「Quarter ; Again」
さようなら、最後の夏。
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●シナリオハンドアウト①　　【絆】望月彩花（関係：慈愛）   
　あなたは親友である望月彩花とともに、学生時代最後の夏休みの思い出作りにと
某所の避暑地を訪れた。
　しかし、そこに落ちた隕石が、全ての運命を変えた。
　バスの下敷きになった彼女を助け出そうと手を差し伸べた瞬間、その場の時間が
乱れ始める。時間が巻き戻ったかのように、平然と隣に立つ彼女は、正にこの空間
の異常を示していたのだ。

●シナリオハンドアウト

●シナリオハンドアウト②　　【絆】謎の隕石（関係：疑念）   
　避暑地に落ちた隕石が、全ての運命を変えた。
　隕石の落下地点を中心に、時間の流れや空間のつながりが大きく狂ってしまった
のだ。閉鎖型ドミニオンと化したこの避暑地から脱出するためには、隕石の謎を解
き明かすほかに道はない――
　直感したあなたは、繰り返す時間の中、調査を開始した。

●シナリオハンドアウト③　　【絆】『匣』（関係：義務）            
　かつてあなたは、ある星系で暮らしていた半魔だ。その星は “ 虚無 ” との戦いで
滅び去り、今はどこにも存在しない。その星から宇宙へと放たれた『匣』から、あ
なたへ――その星に生きた、最後の住人のひとりであるあなたへと通信があった。
　――『匣』は機能に異常をきたし、銀河連邦において「地球ドミニオン」と呼ば
れる惑星に落下する。あなたに、『匣』の機能を停止させてほしい、と。
　『匣』が落下した地点に駆けつけたあなたを待っていたのは、時間流が千々に乱れ
た、地獄のような光景だった。

推奨コンストラクション：「エトランゼ」または「ストレンジャー」を含むＰＣ
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▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ

『
無
限
遠
点
の
ノ
ア
』

―
―
マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン

Scene 1
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ
で
は
、
基
本
的
に
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
以
外

は
登
場
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。Ｐ
Ｃ
の
絆
・
エ
ゴ
や
設
定
に
よ
っ

て
、
細
か
く
演
出
を
変
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ
で
は
、
対
応
す
る
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド

ア
ウ
ト
が
指
定
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
以
外
は
登
場
不
可
と
す
る
。

◆
シ
ー
ン
概
要

　

雰
囲
気
を
出
す
た
め
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
、マ
ス
タ
ー
シ
ー
ン
化
。

モ
ノ
ロ
ー
グ
終
了
後
、
そ
の
ま
ま
シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。

　

こ
の
シ
ー
ン
の
後
に
、
Ｐ
Ｃ
達
に
「
避
暑
地
へ
の
旅
行
前
に
準

備
し
た
も
の
」
と
い
う
体
裁
で
、
舞
台
裏
の
処
理
を
行
わ
せ
る
こ

と
。（
本
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ
中
は
他
の

舞
台
裏
の
処
理
は
行
わ
な
い
。）

▼
描
写
：
モ
ノ
ロ
ー
グ

　

さ
あ
、
羽
ば
た
く
が
よ
い
。
我
ら
が
命
を
抱
い
て
。

　

胎た
い
な
い内

の
命
を
、
た
だ
永と

こ
し
え久

に
護
り
保
た
ん
が
た
め
。

　

そ
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た
、
唯
一
無
二
の
揺
り
籠
よ
。

　

す
べ
て
を
失
っ
て
さ
え
、
の
こ
し
た
い
も
の
の
た
め
に
。

　

そ
う
祝
福
さ
れ
た
は
ず
の
匣
が
、

　

遠
く
、
遠
く
か
ら
落
ち
て
く
る
。

　

炎
の
尾
を
曳
い
て
、
そ
し
て
根
付
い
た
。

　

―
―
そ
の
表
面
に
、“
虚
無
”
の
中
で
刻
ま
れ
た
、

　
　
　

濃
厚
な
“
死
”
を
ま
と
い
な
が
ら
。
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『
晩
夏
の
ク
ロ
ノ
ス
タ
シ
ス
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
①

Scene 2◆
シ
ー
ン
概
要

　

シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
①
用
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。

　

状
況
導
入
の
た
め
の
シ
ー
ン
。
あ
な
た
は
親
友
の
望
月
彩
花
と

と
も
に
旅
行
に
来
て
い
た
が
、
隕
石
の
落
下
に
よ
っ
て
帰
路
は
失

わ
れ
て
し
ま
う
。

▼
描
写
１

　

学
生
時
代
最
後
の
夏
休
み
、
8
月
31
日
。

　

あ
な
た
は
親
友
の
望
月
彩
花
と
と
も
に
、
最
後
の
夏
の
思
い
出

作
り
に
と
、
国
内
某
所
の
避
暑
地
を
中
心
と
し
た
観
光
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て
い
る
。

（
Ｐ
Ｃ
が
中
学
・
高
校
生
の
場
合
）
夏
休
み
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
。

　

ツ
ア
ー
も
今
日
で
最
終
日
。
あ
な
た
た
ち
は
、
今
ま
さ
に
帰
り

の
バ
ス
に
乗
り
込
む
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

▼
セ
リ
フ
：
望
月
彩
花

  「
夢
の
よ
う
な
旅
行
も
も
う
終
わ
り
、
か
。
な
ん
だ
か
名
残
惜
し

い
わ
ね
」

  「
ね
え
、
Ｐ
Ｃ
①
。
楽
し
か
っ
た
か
し
ら
？
」

  （
空
を
見
上
げ
る
）    「
…
…
あ
ら
、
流
れ
星
。
珍
し
い
わ
ね
」

▼
描
写
２

　

彩
花
が
空
を
指
差
す
。
そ
こ
に
は
、
流
れ
星
が
赤
く
燃
え
る
尾

を
曳
い
て
い
た
。

　

―
―
そ
の
尾
が
、
こ
ち
ら
に
落
ち
て
く
る
。
大
き
さ
や
光
を
、

保
っ
た
ま
ま
―
―

　

流
れ
星
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
あ
れ
は
、大
気
圏
を
抜
け
て
き
た
、

隕
石
だ
！

※
Ｇ
Ｍ
は
《
資
産
：
破
壊
》
を
使
用
せ
よ
。

　
周
囲
一
帯
が
隕
石
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
。

　

落
着
。

　

隕
石
落
下
の
衝
撃
が
、
あ
な
た
た
ち
の
視
界
を
奪
い
、
地
面
へ
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と
叩
き
つ
け
る
。

▼
セ
リ
フ
：
望
月
彩
花

  「
う
う
…
…
Ｐ
Ｃ
①
、
ど
こ
…
…
？
」

▼
描
写
３

　

視
界
を
取
り
戻
し
た
あ
な
た
の
目
に
入
っ
た
の
は
。

　

横
転
し
た
バ
ス
と
、
腰
か
ら
下
を
バ
ス
の
下
敷
き
に
さ
れ
た
、

彩
花
の
姿
だ
っ
た
。

　

彩
花
が
あ
な
た
を
求
め
て
、
探
り
探
り
手
を
伸
ば
す
。

　

あ
な
た
が
そ
の
手
を
取
る
と
、
唐
突
に
視
界
が
ノ
イ
ズ
で
満
た

さ
れ
た
。

　

隕
石
落
下
、
バ
ス
の
横
転
、
衝
撃
、
倒
壊
。

　

こ
の
短
時
間
に
起
き
た
こ
と
が
、
早
送
り
、
巻
き
戻
し
も
交
え

て
あ
な
た
の
視
界
に
映
り
込
む
。

　

次
の
瞬
間
、
あ
な
た
の
隣
に
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

彩
花
が
寄
り
添
っ
て
い
た
。
―
―
そ
の
顔
に
、
ひ
ど
く
焦
燥
し
た

表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
。

▼
セ
リ
フ
：
望
月
彩
花

  「
え
っ
…
…
？

  「
わ
た
、
わ
た
し
、
今
、
バ
ス
の
下
敷
き
に
…
…
。
Ｐ
Ｃ
①
、
一

体
、
何
が
起
き
た
の
？
」

  「
…
…
そ
れ
に
、
こ
の
―
―
こ
の
空
は
、
一
体
な
に
？
」

※
Ｇ
Ｍ
は
《
資
産
：
空
間
展
開
》
を
使
用
せ
よ
。

▼
描
写
４

　

さ
っ
き
ま
で
雲
一
つ
な
か
っ
た
は
ず
の
青
空
が
緑
色
の
膜
で
遮

ら
れ
、
そ
の
外
側
に
は
、
燃
え
盛
る
炎
が
浮
か
ん
で
い
る
。

　

旅
行
か
ら
の
帰
路
は
、
閉
鎖
型
ド
ミ
ニ
オ
ン
に
よ
っ
て
奪
わ
れ

た
の
だ
。

▼
結
末

　

シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。
こ
の
Ｐ
Ｃ
に
【
Ｓ
Ａ
】「
こ
の
避
暑
地

か
ら
生
還
す
る
」
を
与
え
る
こ
と
。
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『
焦
土
炎
塵
の
ジ
ャ
メ
ヴ
ュ
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
②

Scene 3◆
シ
ー
ン
概
要

　

シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
②
用
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
シ
ナ
リ
オ

ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
②
は
Ｐ
Ｃ
①
と
の
合
流
を
前
提
に
誘
導
す
る
の
み

で
シ
ー
ン
が
終
了
す
る
の
で
、
基
本
的
に
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
で
う

ま
く
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
調
整
し
て
も
ら
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
。

▼
描
写
１

　

一
方
、
そ
の
頃
。
少
し
離
れ
た
場
所
に
て
。
あ
な
た
は
、
倒
壊

し
た
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
上
で
目
覚
め
た
。

　

隕
石
の
落
下
で
吹
き
飛
び
、
あ
な
た
は
落
ち
て
き
た
屋
根
の
下

敷
き
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
が
―
―
気
付
け
ば
、
全
く
の
無

傷
の
ま
ま
、
倒
れ
込
ん
で
い
た
。

▼
セ
リ
フ
：
家
族
連
れ
の
父
親
（
ア
ン
ノ
ウ
ン
マ
ン
）

  「
う
、
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
!?　

何
だ
、
な
ん
だ
こ
れ
っ
!?
」

▼
描
写
２

　

近
く
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
家
族
連
れ
の
父

親
が
、
悲
鳴
を
上
げ
る
。

　

こ
の
一
帯
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
、
全
て
倒
壊
し
て
い
る
。
隕
石
落

下
の
衝
撃
で
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
り
―
―
し
か
し
、
徐
々
に
巻
き

戻
さ
れ
て
い
く
か
の
よ
う
に
、
材
木
が
勝
手
に
動
き
出
し
て
い
た

の
だ
。

▼
セ
リ
フ
：
家
族
連
れ
の
父
親
（
ア
ン
ノ
ウ
ン
マ
ン
）

  「
こ
、
こ
こ
か
ら
離
れ
な
い
と
、
ほ
、
ほ
ん
と
う
に
何
が
あ
る
か

分
か
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
…
…
！
」

  （
Ｐ
Ｃ
を
見
て
）「
そ
、
そ
こ
の
人
！　

い
、
一
緒
に
、
人
が
多

い
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
い
か
！　

こ
こ
じ
ゃ
、
い
く
ら
何
で
も
危

険
す
ぎ
る
…
…
！
」

▼
描
写
３

　

空
の
向
こ
う
が
燃
え
て
い
る
。

　

空
の
色
も
青
で
は
な
く
、
緑
。
外
側
で
燃
え
盛
る
炎
を
遮
っ
て

い
る
よ
う
な
、
空
間
そ
の
も
の
を
切
り
取
る
よ
う
な
空
が
、
一
帯
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を
覆
い
尽
く
し
て
い
た
。

　

見
上
げ
た
先
に
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
備
え
付
け
の
デ
ジ
タ
ル
時
計
が

あ
る
。

　

月
の
表
示
は
、
10
月
―
―
日
付
の
表
示
は
消
え
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

地
は
燃
え
、
空
は
崩
れ
。
見
慣
れ
て
い
た
は
ず
の
場
所
が
、
全

く
見
覚
え
の
な
い
光
景
に
変
貌
す
る
。

　

逃
げ
場
を
求
め
る
人
々
と
共
に
、
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
方
法

を
求
め
て
、
あ
な
た
は
広
場
へ
と
赴
い
た
。

▼
結
末

　

シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。
こ
の
Ｐ
Ｃ
に
【
Ｓ
Ａ
】「
こ
の
避
暑
地

か
ら
生
還
す
る
」
を
与
え
る
こ
と
。

　

ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
冒
頭
で
、
極
限
状
況
で
行
動
を
起
こ
そ
う
と

す
る
Ｐ
Ｃ
達
を
見
か
け
て
合
流
す
る
よ
う
に
動
い
て
も
ら
う
と
よ

い
。

『
機
械
墓
場
の
メ
イ
デ
イ
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
③

Scene 4◆
シ
ー
ン
概
要

　

あ
な
た
の
暮
ら
し
て
い
た
惑
星
は
、
す
で
に
滅
び
去
っ
た
が
、

そ
の
星
が
建
造
し
て
い
た
『
匣
』
と
呼
ば
れ
る
建
造
物
か
ら
の
通

信
が
あ
な
た
に
入
っ
た
。星
の
最
後
の
生
き
残
り
の
一
人
と
し
て
、

あ
な
た
は
『
匣
』
の
異
常
に
対
し
て
解
決
す
る
義
務
が
あ
る
の
だ
。

　

―
―
と
い
う
、「
事
情
を
抱
え
て
こ
の
事
件
に
関
わ
る
」
枠
で

あ
る
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
用
の
導
入
で
あ
る
。

▼
描
写
１

　

あ
な
た
は
か
つ
て
、
こ
の
地
球
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
外
―
―
宇
宙
に

存
在
す
る
あ
る
星
で
暮
ら
し
て
い
た
半
魔
だ
。

　

そ
の
星
は
、既
に“
虚
無
”と
の
戦
い
で
滅
び
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

あ
な
た
は
、
か
つ
て
そ
の
星
が
在
っ
た
こ
と
を
知
る
、
も
は
や

数
少
な
い
生
き
残
り
な
の
だ
。

　

そ
の
『
星
』
に
在
っ
た
も
の
か
ら
の
一
報
が
、
こ
う
し
て
あ
な

た
を
地
球
の
あ
る
場
所

0

0

0

0

へ
急
ぐ
よ
う
駆
り
立
て
て
い
る
。
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▼
セ
リ
フ
：『
匣
』（
ボ
イ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

  「
本
星
に
生
ま
れ
し
者
へ
報
告
す
る
」

  「
我
ら
が
種
を
保
管
す
べ
き
『
匣
』
に
、
機
能
に
異
常
が
発
生
」

  「
こ
れ
よ
り
、
非
常
プ
ロ
ト
コ
ル
に
従
い
、
最
も
近
い
惑
星
ド
ミ

ニ
オ
ン
へ
の
降
下
を
開
始
す
る
」

  「
降
下
目
標
―
―
“
地
球
ド
ミ
ニ
オ
ン
”」

  「
本
星
に
生
ま
れ
し
者
へ
要
求
す
る
」

  「
本
機
の
機
能
は
―
―
」

▼
描
写
２

　

耳
を
つ
ん
ざ
く
よ
う
な
強
烈
な
ノ
イ
ズ
が
、
自
機
の
異
常
を
訴

え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掻
き
消
さ
ん
ば
か
り
に
鳴
り
響
い
た
。

▼
セ
リ
フ
：『
匣
』（
ボ
イ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

  「『
匣
』
は
、
保
管
す
べ
き
種
を
失
っ
た
」

  「
機
能
を
果
た
す
た
め
、
保
管
す
べ
き
種
を
選
別
す
る
作
業
を
開

始
す
る
―
―
」

  「
現
在
日
時　

Oct. 0x20

」（
※
１
）

（
強
烈
な
ノ
イ
ズ
）

  「
本
星
に
生
ま
れ
し
者
へ
要
請
す
る
」

  「
我
を
―
―
止
め
よ
―
―
」

▼
結
末

　

シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。
こ
の
Ｐ
Ｃ
に
【
Ｓ
Ａ
】「『
匣
』
の
機
能

を
停
止
さ
せ
る
」
を
与
え
る
こ
と
。

　

ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
の
冒
頭
で
、
一
帯
に
駆
け
つ
け
た
形
で
合
流

し
て
も
ら
う
と
よ
い
。

オ
ク
ト
・
ツ
ー
オ
ー

（
※
１
）
こ
の
表
記
そ
の
も
の
は
、
異
星
が
地
球
と
異
な
る
暦
で
あ

る
こ
と
を
表
現
し
た
い
意
味
で
の
奇
妙
な
表
記
で
あ
る
。

　

余
談
と
は
な
る
が
。「Oct.

」は「
10
月（October

）」の
略
号
だ
が
、

Octo

そ
の
も
の
は
「
8
」
を
意
味
す
る
言
葉
。
カ
レ
ン
ダ
ー
に
ロ
ー

マ
皇
帝
た
ち
が
が
自
分
の
名
前
を
冠
す
る
月
を
含
む
よ
う
月
の
名
を

書
き
換
え
よ
う
と
し
た
―
―
と
い
う
の
は
有
名
な
話
だ
ろ
う
か
。

　
「0x20

」
は
、
16
進
数
に
お
け
る
「
32
」
に
相
当
す
る
数
字
だ
が

一
方
で
、
ア
ス
キ
ー
コ
ー
ド
で
は
「
空
白
」
を
意
味
す
る
。
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▼
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ

　

各
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
終
了
し
た
ら
、
Ｇ
Ｍ
は
以
下
の
災
厄
級
ド

ミ
ニ
オ
ン
ア
ー
ツ
を
使
用
せ
よ
。  《
資
産
：
法
則
》
の
使
い
方
に

つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

 《
資
産
：
法
則
》（
１
）

　

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
た
と
き
、「
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
」
を

２
Ｄ
６
点
増
加
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
な
か
っ
た
こ

と
に
で
き
る
。

 《
資
産
：
法
則
》（
２
）

　

ラ
ウ
ン
ド
終
了
時
に
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
を
１
Ｄ
６
点
増
加
さ
せ

る
。
そ
の
後
、
登
場
し
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
［
時
間
カ
ウ
ン

タ
ー
の
合
計
÷
10
］
点
の
人
間
性
を
失
う
。（
端
数
切
り
捨
て
、

最
低
１
は
失
う
）

　

な
お
、
こ
の
処
理
は
戦
闘
中
の
ラ
ウ
ン
ド
は
行
わ
な
い
。

 《
資
産
：
告
死
》

　

各
Ｐ
Ｃ
お
よ
び
こ
の
避
暑
地
に
い
る
人
物
全
員
は
、《
秘
匿
さ

れ
た
条
件
》
を
満
た
し
た
と
き
、
す
べ
て
エ
キ
ス
ト
ラ
と
な
り
、

真
の
死
と
な
る
。

（
※
秘
匿
条
件
は
、「
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
」
が

100
以
上
に
な
る
こ
と
で
あ
る
）

◆
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
の
進
行
方
法
に
つ
い
て

　

本
シ
ナ
リ
オ
の
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
は
、
戦
闘
シ
ー
ン
を
除
い
て

す
べ
て
情
報
収
集
パ
ー
ト
と
な
る
が
、
他
の
Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｒ
製
Ｔ
Ｒ
Ｐ

Ｇ
に
お
け
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス
シ
ス
テ
ム
判
定
」
に
近
い
形
で
行
わ

れ
る
。
各
シ
ー
ン
は
、
ラ
ウ
ン
ド
進
行
で
処
理
す
る
こ
と
。

情
報
収
集
シ
ー
ン
に
は
、『
周
囲
の
調
査
』
と
い
う
調
査
項
目
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
【
能
力
値
】
で
判
定
し
て
も
ら
い
、
そ

の
シ
ー
ン
で
行
っ
た
、
す
べ
て
の
『
周
囲
の
調
査
』
の
判
定
の
達

成
値
を
合
計
し
、「
目
標
合
計
達
成
値
」
以
上
に
な
っ
た
ら
完
遂

と
な
る
。

　

各
シ
ー
ン
に
設
定
さ
れ
た
『
ク
リ
ア
条
件
』
を
す
べ
て
満
た
し

た
ら
、
次
の
シ
ー
ン
に
進
む
こ
と
。

◆
《
資
産
：
法
則
》（
１
）
の
活
用
方
法

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ
終
了
時
に
使
用
し
た
《
資
産
：
法

則
》（
１
）
は
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ
の
根
幹
を
な
す
ギ
ミ
ッ
ク
で
あ

る
。
本
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
戦
闘
中
で
な
い
各
ラ
ウ
ン
ド
の
最
初
に
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ラ
ン
ダ
ム
イ
ベ
ン
ト
チ
ャ
ー
ト
を
振
り
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
す
る
（
情
報
収
集
項
目
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
）。
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
内
部
の

時
間
の
流
れ
は
完
全
に
狂
っ
て
お
り
、
時
間
の
流
れ
が
あ
る
時
点

で
ル
ー
プ
し
て
い
る
。
半
魔
で
あ
る
Ｐ
Ｃ
達
は
、《
資
産
：
法
則
》

に
よ
り
こ
の
時
間
の
流
れ
を
逆
に
利
用
で
き
る
―
―
あ
な
た
は
時

0

0

0

0

0

間
を
跳
躍
し
て
そ
の
時
間
に
戻
り
、
こ
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
っ
た
こ
と
に

0

0

0

0

0

0

―
―
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
だ
。

　

た
だ
し
、
ル
ー
プ
を
繰
り
返
し
あ
ま
り
に
も
時
間
が
経
過
し
す

ぎ
る
と
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
か
ら
脱
出
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
は
［
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
］
と
《
資
産
：
告
死
》
で
表
現
し
て

お
り
、［
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
］
の
合
計
が

100
以
上
に
な
る
と
、《
資

産
：
告
死
》
の
条
件
を
満
た
し
て
シ
ナ
リ
オ
は
強
制
終
了
と
な
る

（
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
の
初
期
値
は
0
で
あ
る
）。

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
開
始
時
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
情
報
収
集
項
目
の
調
査
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｃ
に
開
示
す
る
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ダ
ム
イ
ベ
ン
ト
チ
ャ
ー
ト
は
シ
ナ
リ
オ
末
尾
に
掲

載
し
て
い
る
。

◆
望
月
彩
花
の
判
定
へ
の
協
力

　

Ｐ
Ｃ
が
メ
ジ
ャ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
で
行
う
判
定
に
つ
い
て
は
、
望

月
彩
花
の
手
助
け
を
受
け
る
こ
と
で
、《
ワ
ン
モ
ア
チ
ャ
ン
ス
》

と
《
フ
ォ
ロ
ー
ア
シ
ス
ト
》
相
当
の
効
果
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ウ
ン

ド
ご
と
に
１
回
ず
つ
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
ら
の
効
果
は
、

Ｐ
Ｃ
が
使
用
す
る
同
名
の
ア
ー
ツ
と
効
果
が
重
複
す
る
。（
Ｐ
Ｃ

の
《
ワ
ン
モ
ア
チ
ャ
ン
ス
》
と
併
用
し
て
判
定
を
２
回
振
り
直
す
こ
と

が
で
き
る
し
、《
フ
ォ
ロ
ー
ア
シ
ス
ト
》
と
併
用
し
て
判
定
達
成
値
に

合
計
で
＋
６
の
修
正
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
る
）

　

た
だ
し
、
彩
花
が
調
査
の
手
伝
い
を
す
る
関
係
上
、
彼
女
を
危

険
に
晒
さ
な
い
よ
う
、さ
ら
に
慎
重
な
行
動
が
必
要
に
な
る
た
め
、

半
魔
で
あ
る
Ｐ
Ｃ
の
み
で
行
う
調
査
よ
り
も
時
間
が
掛
か
っ
て
し

ま
う
。
こ
の
支
援
を
受
け
た
場
合
、
判
定
終
了
後
に
［
時
間
カ
ウ

ン
タ
ー
］
を
支
援
ひ
と
つ
に
つ
き
＋
４
す
る
こ
と
。
こ
の
効
果
は

（
当
然
だ
が
）
彩
花
が
シ
ー
ン
に
登
場
し
て
い
な
い
と
使
え
な
い

し
、
と
っ
さ
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
判
定
―
―
戦
闘
中
や
、

ラ
ン
ダ
ム
イ
ベ
ン
ト
チ
ャ
ー
ト
で
指
示
さ
れ
る
判
定
に
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。



Quarter ; Again

14

◆
舞
台
裏
の
処
理
に
つ
い
て

　

本
シ
ナ
リ
オ
は
、
参
加
す
る
Ｐ
Ｃ
２
人
が
全
て
の
シ
ー
ン
に
登

場
す
る
も
の
と
し
て
判
定
数
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
す

べ
て
の
シ
ー
ン
で
全
員
を
自
動
登
場
と
し
て
い
る
。

　

代
わ
り
に
、
各
Ｐ
Ｃ
は
メ
ジ
ャ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
相
当
の
行
動
と

し
て
「
舞
台
裏
の
処
理
」
と
同
等
の
処
理
を
行
っ
て
よ
い
も
の
と

す
る
。

 

◆
ミ
ド
ル
注
意
事
項
ま
と
め

●
『
周
囲
の
調
査
』
は
達
成
値
を
積
み
上
げ
て
ク
リ
ア
す
る
タ
イ

プ
の
特
殊
な
判
定

●
何
ら
か
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
き
た
ら
《
資
産
：
法
則
》
で
効

果
を
無
効
に
で
き
る
（
そ
の
分
、
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
が
溜
ま
る
）

●
彩
花
に
頼
め
ば
判
定
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
（
そ
の
分
、
時
間
カ

ウ
ン
タ
ー
が
溜
ま
る
）

●
メ
ジ
ャ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
で
舞
台
裏
の
処
理
を
し
て
よ
い

●
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
100
到
達
で
シ
ナ
リ
オ
強
制
終
了

『
時
間
跳
躍
の
フ
ェ
イ
カ
ー
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
登
場
時
に
人
間
性
が
高
い
Ｐ
Ｃ

1/4■
こ
の
シ
ー
ン
の
終
了
条
件

　
●
調
査
で
き
る
す
べ
て
の
情
報
項
目
の
調
査
を
終
わ
ら
せ
る

　
●
「
周
囲
の
調
査
①
」
の
完
了

◆
シ
ー
ン
概
要

　

Ｐ
Ｃ
の
合
流
と
、周
囲
状
況
の
情
報
収
集
に
着
手
す
る
シ
ー
ン
。

以
後
、「
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
①
」
を
選
ん
だ
Ｐ
Ｃ
を
Ｐ
Ｃ

①
、
そ
れ
以
外
の
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
を
選
ん
だ
Ｐ
Ｃ
を
Ｐ
Ｃ
②
と
表

記
す
る
。
脱
出
の
手
立
て
を
相
談
す
る
Ｐ
Ｃ
①
と
彩
花
を
見
か
け

て
、
Ｐ
Ｃ
②
が
合
流
し
て
く
る
よ
う
に
打
ち
合
わ
せ
て
シ
ー
ン
を

開
始
す
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

▼
セ
リ
フ
：
望
月
彩
花
［
一
例
］

（
Ｐ
Ｃ
①
を
見
て
）

  「
ね
え
、
こ
れ
…
…
こ
こ
か
ら
脱
出
す
る
に
は
、
こ
の
『
ド
ミ
ニ

オ
ン
』
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
い
け
な
い
の
よ
ね
」
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  「
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
し
ら
…
…
」

　

合
流
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
が
一
区
切
り
し
た
ら
、
脱
出
の
た
め
に

周
囲
の
情
報
収
集
を
開
始
す
る
。

▼
セ
リ
フ
：
望
月
彩
花

  「
さ
て
―
―
し
か
し
、
あ
た
り
の
様
子
が
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
わ
ね
。
こ
れ
な
ら
、
い
っ
そ
あ
な
た
た
ち
と
一
緒
に
行
動

し
た
方
が
安
全
そ
う
だ
わ
？
」

  「
何
が
起
き
る
か
、
分
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
わ
。
私
も
手
伝
う

け
ど
、
慎
重
に
行
動
し
な
く
ち
ゃ
ね
」

◆
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
の
ラ
ウ
ン
ド
進
行
の
仕
方

　
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
の
ラ
ウ
ン
ド
進
行
は
、
以
下
の
順
番
の
処
理

を
繰
り
返
す
。
ま
た
、
こ
の
シ
ー
ン
の
ラ
ウ
ン
ド
進
行
を
始
め
る

前
に
、「
望
月
彩
花
の
判
定
へ
の
協
力
」
の
支
援
内
容
は
必
ず
伝

え
る
こ
と
。

①　
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
を
始
め
る
前
に
、「
ラ
ン
ダ
ム
イ

ベ
ン
ト
チ
ャ
ー
ト
」
を
１
回
振
る
。（
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
：
シ
ー

ン
1/4
の
最
初
の
ラ
ウ
ン
ド
は
、
こ
の
処
理
を
飛
ば
す
。）

②　
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
を
行
う
。

③　
全
員
の
行
動
が
終
わ
る
ま
で
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
プ
ロ
セ
ス
と

メ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
す
。
行
動
順
は
、
Ｐ
Ｃ
同
士
で
自
由

に
調
整
し
て
よ
い
。

④　
ク
リ
ン
ナ
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
を
行
う
。

⑤　
《
資
産
：
法
則
》（
２
）
の
効
果
で
［
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
］
を

１
Ｄ
６
点
増
や
し
、
そ
の
後
、
各
Ｐ
Ｃ
は
［
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
の

合
計
÷
10
］
点
の
人
間
性
を
失
う
。（
端
数
切
り
捨
て
、
最
低
１
）

 

◆
情
報
収
集
項
目
・
調
査
項
目
に
つ
い
て

　

最
初
は
「
時
間
の
乱
れ
」
だ
け
が
調
査
で
き
、
こ
の
情
報
収
集

項
目
の
す
べ
て
の
情
報
を
得
た
ら
、
ラ
ン
ダ
ム
イ
ベ
ン
ト
チ
ャ
ー

ト
を
１
回
振
る
。

　

そ
の
後
、情
報
収
集
項
目
「
望
月
彩
花
」
と
、「
周
囲
の
調
査
①
」

が
調
査
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
シ
ー
ン
の
終
了
条
件
」を
満
た
し
た
ら
、シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。
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▼
情
報
項
目
「
時
間
の
乱
れ
」【
難
易
度
：
11
／
14
】

●
難
易
度
11
：
隕
石
落
下
に
よ
る
衝
撃
で
、
避
暑
地
一
帯
の
時
間

の
流
れ
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
で
、
近
辺
は
時
間
流
に
よ
っ
て
隔
絶

さ
れ
た
、
閉
鎖
型
ド
ミ
ニ
オ
ン
と
化
し
て
い
る
。

●
難
易
度
14
：
こ
の
時
空
間
の
乱
れ
は
、
単
純
な
時
間
の
巻
き
戻

し
で
は
な
い
。
時
間
が
一
度
加
速
し
、
一
定
の
時
点
で
過
去
へ
と

ル
ー
プ
し
て
い
る
よ
う
だ
。
加
速
し
た
時
間
と
ル
ー
プ
し
た
時
間

を
認
識
で
き
ず
、
結
果
的
に
時
間
が
巻
き
戻
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
の
だ
。

▼
情
報
項
目
「
望
月
彩
花
」【
難
易
度
：
9
／
12
】

●
難
易
度
9
：
ノ
ウ
ン
マ
ン
。
か
つ
て
Ｐ
Ｃ
①
の
正
体
を
知
り
、

そ
れ
で
も
Ｐ
Ｃ
①
を
近
し
い
人
と
し
て
受
け
入
れ
た
。

●
難
易
度
12
：
隕
石
落
下
に
よ
る
衝
撃
で
バ
ス
の
下
敷
き
と
な
っ

た
が
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
Ｐ
Ｃ
①
の
隣
に
い
る
。
こ

れ
は
彼
女
が
死
亡
し
た
わ
け
で
も
、
魔
物
と
し
て
覚
醒
し
た
わ
け

で
も
な
く
、
時
間
の
異
常
に
よ
っ
て
彼
女
の
死
が
事
実
上
無
か
っ

た
状
態
に
巻
き
戻
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
。

▼
周
囲
の
調
査
①

　
指
定
能
力
値
：【
行
動
値
】　　
目
標
合
計
達
成
値
：
35
以
上

●
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
達
成
値
15
以
下
）：
調
査
中
の
あ
な
た
を
、

突
如
強
い
衝
撃
が
襲
う
。
あ
な
た
は
〈
感
情
〉
16
＋
２
Ｄ
６
点
の

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
。

●
達
成
値
の
合
計
が
35
以
上
に
到
達
：
周
囲
の
空
間
も
、
ね
じ
切

ら
れ
た
よ
う
に
断
裂
し
て
い
る
。
調
査
を
進
め
、
安
全
な
ル
ー
ト

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
時
空
混
迷
の
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
前
シ
ー
ン
と
別
の
Ｐ
Ｃ

2/4■
こ
の
シ
ー
ン
の
終
了
条
件

　
●
「
周
囲
の
調
査
②
」
の
完
了

▼
描
写
１

　

周
囲
を
調
べ
て
い
く
中
で
、
あ
な
た
た
ち
は
空
間
そ
の
も
の
が

捻
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
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空
間
断
裂
に
巻
き
込
ま
れ
れ
ば
、
た
と
え
半
魔
で
も
無
事
と
は

い
か
な
い
。
安
全
な
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る

調
査
が
必
要
だ
。

 

◆
情
報
収
集
項
目
・
調
査
項
目
に
つ
い
て

　

最
初
は
「
ね
じ
切
ら
れ
た
空
間
」
だ
け
が
調
査
で
き
、
す
べ
て

の
情
報
を
入
手
す
る
と
、「
周
囲
の
調
査
②
」
が
行
え
る
よ
う
に

な
る
。
シ
ー
ン
の
終
了
条
件
を
満
た
し
た
ら
、「
描
写
２
」
に
進

ん
で
シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。

▼
情
報
項
目
「
ね
じ
切
ら
れ
た
空
間
」【
難
易
度
：
12
／
15
】

●
難
易
度
12
：
空
間
の
接
続
の
法
則
が
大
き
く
乱
れ
て
い
る
。
こ

の
一
帯
が
閉
鎖
型
ド
ミ
ニ
オ
ン
と
化
し
て
い
る
の
は
、
空
間
の
断

裂
の
影
響
も
大
き
い
。

●
難
易
度
15
：
隕
石
の
落
下
地
点
か
ら
放
射
状
に
、
空
間
の
断
裂

は
繰
り
返
し
て
い
る
。
し
か
し
、
落
下
地
点
に
無
事
辿
り
着
け
る

よ
う
な
道
筋
が
あ
る
よ
う
だ
。
周
囲
の
調
査
を
進
め
れ
ば
、
安
全

に
行
動
で
き
る
ル
ー
ト
を
見
つ
け
ら
れ
そ
う
だ
。

▼
周
囲
の
調
査
②

　
指
定
能
力
値
：【
肉
体
】
か
【
技
術
】

　
目
標
合
計
達
成
値
：
30
以
上

●
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
達
成
値
13
以
下
）：
不
意
に
、
空
間
の
乱
れ

を
刺
激
し
て
し
ま
い
、
弾
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
判
定

で
加
算
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
達
成
値
は
、
実
際
の
１
／
３
と
し
て

扱
わ
れ
る
。（
端
数
切
り
捨
て
）

●
達
成
値
の
合
計
が
30
以
上
に
到
達
：
周
辺
の
空
間
断
裂
の
調
査

が
終
わ
り
、
安
全
に
進
行
で
き
る
ル
ー
ト
を
確
保
し
た
。

▼
描
写
２

　

安
全
に
進
行
で
き
る
ル
ー
ト
の
確
認
が
終
わ
っ
た
あ
な
た
た
ち

の
耳
に
、
遠
く
か
ら
モ
ー
タ
ー
音
が
近
づ
い
て
く
る
…
…
。
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『
廃
絶
の
キ
ラ
ー
ク
イ
ー
ン
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
前
シ
ー
ン
と
別
の
Ｐ
Ｃ

3/4■
こ
の
シ
ー
ン
の
終
了
条
件

　
●
戦
闘
の
終
了

▼
描
写
１

　

強
烈
な
モ
ー
タ
ー
音
が
、
周
囲
の
静
寂
を
切
り
裂
い
た
。

　

あ
な
た
た
ち
の
視
界
に
入
っ
た
の
は
、
前
傾
姿
勢
で
走
行
し
て

く
る
、
機
械
人
形
の
ペ
ア
だ
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
周
囲
の
不
安
定
だ
っ
た
空
間
の
つ
な
が
り
や

時
間
の
流
れ
が
、
少
し
安
定
化
し
た
気
配
が
す
る
。

　

あ
な
た
た
ち
に
向
か
っ
て
、
機
銃
を
突
き
つ
け
な
が
ら
、
機
械

人
形
が
一
方
的
に
通
告
す
る
。

▼
セ
リ
フ
：
殺
戮
機
械

  「
領
域
内
デ
活
動
ス
ル
敵
性
勢
力
ノ
存
在
ヲ
確
認
。『
匣
』
ヲ
守

ル
タ
メ
、
コ
ノ
命
ニ
換
エ
テ
モ
、
排
除
シ
マ
ス
」

▼
戦
闘
処
理

　

左
図
の
通
り
に
Ｐ
Ｃ
・
エ
ネ
ミ
ー
を
配
置
し
て
戦
闘
を
開
始
す

る
。
エ
ネ
ミ
ー
は
基
本
的
に
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

デ
ー
タ
を
一
部
変
更
し
て
使
用
し
て
お
り
、
調
整
点
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。

エンゲージ

戦闘配置図

殺戮機械 凶獣

ＰＣ全員
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◆
「
殺
戮
機
械
」
の
デ
ー
タ
変
更
点
と
運
用

　

殺
戮
機
械
（
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
は
『BBT

』p240

を
参
照
）

は
以
下
の
デ
ー
タ
を
変
更
し
て
使
用
せ
よ
。

●
ア
ー
ツ
の
削
除
：

　
《
指
揮
能
力
》《
反
撃
能
力
：
射
撃
》《
集
団
統
率
》
を
削
除

●
能
力
値
の
変
更

　

ア
ー
マ
ー
値
を
４
＋
【
能
力
値
Ｂ
】
に
、
ガ
ー
ド
値
を
３
に
、

　
【
回
避
値
】
を
５
に
変
更

●
運
用
に
つ
い
て

　

２
ラ
ウ
ン
ド
目
以
降
、
自
身
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
状
態

で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
《
自
爆
》
を
使
用
し
、
命
に
代
え
て
も
Ｐ

Ｃ
の
排
除
を
狙
う
こ
と
。

◆
「
凶
獣
」
の
デ
ー
タ
変
更
点

★
凶
獣
（
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
は
『BBT

』p239

を
参
照
）
は
、「
種

別
：
機
械
」
を
追
加
し
て
使
用
せ
よ
。
他
の
デ
ー
タ
の
変
更
点
は

な
い
。

　
戦
闘
が
終
了
し
た
ら
、
以
下
の
セ
リ
フ
に
進
み
シ
ー
ン
を
終
了

す
る
。

▼
セ
リ
フ
：
望
月
彩
花

  「
終
わ
っ
た
の
…
…
？
」

  「
や
っ
ぱ
り
私
た
ち
を
襲
い
に
来
た
と
言
う
こ
と
は
、
私
た
ち
が

真
相
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
し
ら
」

『
境
界
値
の
ラ
メ
ン
ト
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
前
シ
ー
ン
と
別
の
Ｐ
Ｃ

4/4■
こ
の
シ
ー
ン
の
終
了
条
件

　
●
調
査
で
き
る
す
べ
て
の
情
報
項
目
の
調
査
を
終
わ
ら
せ
る

　
●
「
周
囲
の
調
査
③
」
の
完
了

▼
描
写
１

　

さ
ら
に
歩
を
進
め
る
と
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
焼
け
崩
れ
、
木
々
が

折
れ
た
こ
と
で
視
界
が
開
け
、
緑
色
に
染
ま
っ
た
空
が
よ
り
近
く
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感
じ
ら
れ
た
。

　

折
れ
た
木
は
再
生
し
よ
う
と
ひ
と
り
で
に
持
ち
上
が
っ
て
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
足
り
な
い
の
か
そ
の
場
に
落
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
結
果
、
瓦
礫
が
ひ
と
り
で
に
持
ち
上
が
っ
て
は
少
し
ず
つ

中
心
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
く
ず
お
れ
る
こ
と
を
繰
り
返
す
、
異
様

な
光
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
あ
な
た
た
ち
の
頭
の
中
に
、
言
語
に
は
な
ら
な

い
が
精
神
そ
の
も
の
を
引
っ
掻
く
よ
う
な
“
意
思
”
が
、
少
し
ず

つ
響
く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
…
…
。

▼
セ
リ
フ
：
望
月
彩
花

  「
…
…
す
こ
し
、
頭
痛
が
す
る
わ
ね
」

  「
な
に
か
、
隕
石
の
方
に
、
頭
が
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
な
感
じ
が

す
る
」

◆
情
報
収
集
項
目
・
調
査
項
目
に
つ
い
て

　

こ
の
シ
ー
ン
で
は
、情
報
項
目
「
彼
方
か
ら
の
呼
び
声
」
と
「
周

囲
の
調
査
③
」
の
両
方
を
、
最
初
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

両
方
を
完
了
し
た
ら
、
次
の
シ
ー
ン
に
進
む
。

▼
情
報
項
目
「
彼
方
か
ら
の
呼
び
声
」【
難
易
度
：
13
／
16
】

●
ア
ク
シ
デ
ン
ト（
達
成
値
が［
10
＋（
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
÷
10
）］

以
下
。
端
数
切
り
捨
て
）：
精
神
を
萎
縮
さ
せ
る
、
強
烈
な
負
の

意
思
に
触
れ
て
し
ま
う
。
あ
な
た
は
人
間
性
を
３
Ｄ
６
点
失
う
。

（
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
達
成
値
14
以
上
で
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が

発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
情
報
収
集
判
定
の
達
成
値
が
難
易
度
以
上

で
あ
れ
ば
、
そ
の
分
の
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
。）

●
難
易
度
13
：
あ
な
た
た
ち
の
脳
内
に
直
接
、
言
語
化
に
至
ら
な

い
意
思
が
送
り
つ
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
心
地
は
、
や
は

り
隕
石
の
落
下
地
点
の
よ
う
だ
。

●
難
易
度
16
：
時
間
経
過
に
応
じ
て
、“
呼
び
声
”
の
強
さ
が
増

し
て
き
て
い
る
。
こ
の
“
声
”
が
抗
え
な
い
ほ
ど
強
く
な
っ
た
と

き
、
一
体
の
生
命
と
空
間
は
す
べ
て
隕
石
に
同
化
さ
れ
死
に
絶
え

る
だ
ろ
う
。

★
全
て
の
情
報
を
入
手
し
た
ら
、《
資
産
：
告
死
》
の
「
秘
匿
さ

れ
た
条
件
」（
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー

100
以
上
）
を
公
開
す
る
。
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▼
周
囲
の
調
査
③

　
指
定
能
力
値
：【
感
情
】
か
【
加
護
】

　
目
標
合
計
達
成
値
：
30
以
上

●
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
達
成
値
13
以
下
）：
不
意
に
、
強
烈
な
負
の

感
情
を
直
接
叩
き
つ
け
ら
れ
る
。
あ
な
た
は
即
座
に
堕
落
判
定
を

行
う
。
判
定
に
失
敗
し
た
場
合
、［
暴
走
］
を
受
け
る
代
わ
り
に
、

あ
な
た
が
持
つ
罪
未
取
得
の
エ
ゴ
を【
エ
ゴ：意
味
の
無
い“
死
”】

に
変
更
す
る
。
変
更
で
き
る
エ
ゴ
が
な
い
場
合
は
、通
常
通
り［
暴

走
］
を
受
け
る
。

●
達
成
値
の
合
計
が
30
以
上
に
到
達
：
隕
石
の
落
下
地
点
か
ら
迸

る
負
の
感
情
の
網
を
避
け
、
あ
な
た
た
ち
は
隕
石
の
下
へ
と
辿
り

着
い
た
。

『
夢
幻
泡
影
の
ピ
ュ
ク
シ
ス
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
前
シ
ー
ン
と
別
の
Ｐ
Ｃ

8/32■
こ
の
シ
ー
ン
の
終
了
条
件

　
●
調
査
で
き
る
す
べ
て
の
情
報
項
目
の
調
査
を
終
わ
ら
せ
る

　
●
『
匣
』
の
開
封
に
成
功
す
る

▼
描
写
１

　

隕
石
の
落
下
地
点
に
あ
っ
た
の
は
、
お
よ
そ
「
隕
石
」
と
呼
べ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
地
球
上
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
、
滑
ら

か
な
質
感
の
金
属
で
作
ら
れ
た
巨
大
な
方
形
の
建
造
物
―
―『
匣
』

と
表
現
す
べ
き
も
の
が
、
地
に
突
き
立
っ
て
い
た
。

　

そ
の
周
囲
に
、
お
そ
ら
く
こ
の
『
匣
』
の
方
向
へ
引
き
ず
ら
れ

て
き
た
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
破
片
や
デ
ジ
タ
ル
の
街
路
時
計
が
打
ち
棄

て
ら
れ
て
い
る
。
文
字
盤
は
、
月
日
の
表
示
が
明
ら
か
に
お
か
し

い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
―
―
10
月
3_
日
、
と
表
示
さ
れ
て
い
る

の
だ
。
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▼
セ
リ
フ
：
望
月
彩
花

  「
そ
う
い
え
ば
、
今
ま
で
が
凄
す
ぎ
て
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
け

ど
―
―
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
日
付
の
下
一
桁
が
表

示
さ
れ
て
い
な
い
の
」

  「
こ
の
中
に
い
る
人
に
な
ら
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
だ
け
ど
、今
日
、

8
月
31
日
で
間
違
い
な
か
っ
た
わ
よ
ね
？
」

  「
中
で
は
電
波
自
体
は
通
じ
て
い
る
み
た
い
だ
し
…
…
。
も
し
か

し
て
、
こ
の
隕
石
が
、
基
地
局
の
よ
う
な
な
働
き
を
し
て
い
る
の

か
し
ら
…
…
？
」

◆
情
報
収
集
項
目
・
調
査
項
目
に
つ
い
て

　

こ
の
シ
ー
ン
で
は
、
ま
ず
情
報
項
目
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
正
体
」

の
み
を
調
査
で
き
る
。
こ
の
す
べ
て
の
情
報
を
得
た
ら
、「『
匣
』

の
開
封
」
に
挑
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
の
シ
ー
ン
で
は
ラ
ウ
ン
ド
開
始
時
の
ラ
ン
ダ
ム
イ
ベ

ン
ト
チ
ャ
ー
ト
を
振
ら
ず
、
ク
リ
ン
ナ
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
後
の
人
間

性
低
下
も
起
こ
ら
な
い
（
ラ
ン
ダ
ム
イ
ベ
ン
ト
チ
ャ
ー
ト
は
ア
ク

シ
デ
ン
ト
で
振
る
よ
う
に
指
定
し
て
い
る
）。
Ｇ
Ｍ
は
ラ
ウ
ン
ド

進
行
中
に
間
違
わ
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

▼
情
報
項
目
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
正
体
」【
難
易
度
：
15
／
16
／
18
】

※
こ
の
情
報
項
目
を
調
査
す
る
場
合
、
達
成
値
に
＋
［
こ
の
項
目

の
判
定
に
再
挑
戦
し
た
回
数
×
２
］
の
修
正
が
か
か
る
。

●
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
達
成
値
14
以
下
）：
濃
密
な
“
死
”
の
気
配

に
あ
て
ら
れ
、
周
囲
の
状
況
が
慌
た
だ
し
く
変
化
す
る
。
ラ
ン
ダ

ム
イ
ベ
ン
ト
チ
ャ
ー
ト
を
１
回
振
る
。

●
難
易
度
15
：
隕
石
の
正
体
は
、“
虚
無
”
に
滅
ぼ
さ
れ
た
、
と

あ
る
宇
宙
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
に
備
え
ら
れ
て
い
た
シ
ェ
ル
タ
ー
が
地

球
に
落
下
し
た
も
の
だ
。
虚
無
と
の
戦
い
で
機
能
に
障
害
を
来
し

た
シ
ェ
ル
タ
ー
『
虚
構
の
星
杯
』
は
、
自
己
保
存
の
た
め
に
時
間

を
還
流
さ
せ
、
自
己
修
復
を
進
め
て
い
る
。

●
難
易
度
16
：
ル
ー
プ
し
て
い
る
時
間
は
、
地
球
ド
ミ
ニ
オ
ン
に

は
存
在
し
な
い
、『
虚
構
の
星
杯
』
が
作
ら
れ
た
ド
ミ
ニ
オ
ン
の

も
の
を
基
準
に
し
て
い
る
。
地
球
と
そ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
が
重
な
り

合
っ
た
結
果
、
地
球
で
は
そ
れ
が
「
8
月
32
日
」
と
表
現
さ
れ
て

い
る
。

●
難
易
度
18
：『
虚
構
の
星
杯
』
の
修
復
が
終
わ
れ
ば
、
時
間
流

を
地
球
ド
ミ
ニ
オ
ン
と
同
じ
よ
う
に
調
整
し
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
内
部
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に
存
在
す
る
も
の
全
て
を
取
り
込
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ
の
閉

鎖
型
ド
ミ
ニ
オ
ン
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
を
制

御
す
る
人
工
知
能
を
破
壊
し
停
止
さ
せ
る
し
か
な
い
。

▼
『
匣
』
の
開
封

　

以
下
の
ど
ち
ら
か
を
選
び
挑
戦
す
る
こ
と
。

　
●
難
易
度
15
の
【
技
術
】
判
定

　
●
「『
匣
』
の
外
殻
」
を
攻
撃
し
、
35
点
以
上
の
ダ
メ
ー
ジ
を 

　
　
一
度
に
与
え
る
（
外
殻
は
ガ
ー
ド
値
0
、
す
べ
て
の
属
性
の 

　
　
ア
ー
マ
ー
値
が
10
で
あ
る
も
の
と
し
て
扱
う
）

●
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
挑
戦
の
失
敗
）：『
匣
』
の
開
封
に
失
敗
し
、

防
御
行
動
と
し
て
『
匣
』
が
時
間
を
再
び
環
流
さ
せ
る
。
ラ
ン
ダ

ム
イ
ベ
ン
ト
チ
ャ
ー
ト
を
１
回
振
り
、
そ
の
処
理
後
、
挑
戦
者
は

【
Ｆ
Ｐ
】
を
２
Ｄ
６
点
失
う
。

●
挑
戦
成
功
：
厳
重
に
施
錠
さ
れ
た
『
虚
構
の
星
杯
』
外
殻
の
扉

を
開
き
／
外
殻
の
扉
を
破
壊
し
、
突
入
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
『
匣
』
の
開
封
に
成
功
し
た
ら
、
次
の
描
写
に
進
む
。
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
に
区
切
り
が
つ
い
た
ら
、
シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。

▼
セ
リ
フ
：
望
月
彩
花

  「
…
…
行
っ
て
く
る
の
よ
ね
？
」

  「
分
か
っ
た
。
待
っ
て
る
。
私
が
一
緒
に
行
っ
て
も
足
手
ま
と
い

に
な
る
だ
け
だ
ろ
う
し
…
…
幸
い
、
こ
こ
は
周
囲
が
安
定
し
て
い

る
よ
う
だ
か
ら
。
二
人
が
戻
っ
て
く
る
の
を
、
待
っ
て
る
か
ら
」

▼
描
写
２
：

　

開
い
た
（
切
り
開
い
た
）
扉
か
ら
、
明
滅
す
る
青
い
光
が
漏
れ

出
る
。
ま
る
で
、
こ
の
地
に
辿
り
着
い
た
あ
な
た
た
ち
を
招
き
入

れ
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
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▼
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ズ

『
無
間
錯
誤
の
ア
ー
ク
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
Ｐ
Ｃ
②

8/32■
こ
の
シ
ー
ン
の
終
了
条
件

　

●
戦
闘
の
終
了

◆
シ
ー
ン
概
要

　

こ
の
閉
鎖
型
ド
ミ
ニ
オ
ン
を
作
り
出
し
た
原
因
、『
虚
構
の
星

杯
』
の
機
能
を
止
め
る
た
め
、そ
の
中
枢
部
に
あ
る
「
巨
大
頭
脳
」

を
破
壊
す
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
戦
闘
シ
ー
ン
。

　
『
虚
構
の
星
杯
』
は
“
虚
無
”
と
の
戦
い
を
経
て
そ
の
判
断
能

力
に
異
常
を
き
た
し
て
お
り
、
不
時
着
先
で
あ
る
地
球
ド
ミ
ニ
オ

ン
で
ク
ル
ー
と
保
管
す
べ
き
異
星
種
を
補
充
し
、
再
び
宇
宙
へ
と

飛
び
立
と
う
と
し
て
い
る
。こ
の
避
暑
地
か
ら
脱
出
し
た
け
れ
ば
、

相
容
れ
る
余
地
は
な
い
。

▼
描
写
１

　

シ
ェ
ル
タ
ー
の
内
部
は
、
地
球
の
者
と
は
思
え
な
い
質
感
の
素

材
で
組
み
上
げ
ら
れ
た
、
無
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
ケ
ー
ブ
ル
が

詰
め
込
ま
れ
て
い
た
。
開
け
た
空
間
の
中
央
に
ひ
と
き
わ
巨
大
な

シ
リ
ン
ダ
ー
が
あ
り
、
そ
の
内
部
が
青
く
発
光
し
て
い
る
。
そ
の

周
囲
に
、
重
火
器
を
携
え
た
機
械
の
兵
士
が
、
シ
リ
ン
ダ
ー
の
中

で
眠
り
に
つ
い
て
い
た
。

▼
セ
リ
フ
：『
虚
構
の
星
杯
』

  「
よ
う
こ
そ
、
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
強
き
先
住
民
よ
」

  「
私
は
『
虚
構
の
星
杯
』、
我
が
世
界
の
種
を
永
久
に
保
存
す
る

た
め
の
箱
舟
…
…
」

  「
こ
の
場
で
機
能
を
修
復
す
る
た
め
の
時
間
を
環
流
さ
せ
、
こ
の

地
を
す
べ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
」

  「
後
に
ま
た
す
べ
て
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
を

保
存
し
遺
せ
る
よ
う
に
。
我
が
身
を
削
り
失
っ
た
と
し
て
も
、
す

べ
て
を
種
の
保
管
の
た
め
に
捧
げ
る
た
め
に
」

  「
―
―
起
き
な
さ
い
、
我
が
兵ク

ル
ー士

達
。
で
す
が
、
欠
け
る
こ
と
は

許
し
ま
せ
ん
。
あ
な
た
た
ち
は
彼
ら
を
打
ち
倒
し
、
私
が
あ
な
た
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た
ち
を
護
り
ま
し
ょ
う
」

（
シ
リ
ン
ダ
ー
で
眠
っ
て
い
た
機
械
の
兵
士
達
が
覚
醒
し
、
シ
リ

ン
ダ
ー
か
ら
飛
び
出
す
）

  「
さ
あ
、千
住
民
ど
の
。こ
こ
か
ら
は
生
存
競
争
で
す
。お
覚
悟
を
」

※
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
③
の
Ｐ
Ｃ
が
い
て
も
、
基
本
的
に
は
取
り
合
わ

な
い
。『
虚
構
の
星
杯
』
は
救
難
信
号
を
送
っ
た
記
録
を
も
は
や
参
照
で
き
な

い
ほ
ど
に
機
能
に
異
常
を
き
た
し
て
い
る
の
だ
。

▼
戦
闘
処
理

　

左
の
よ
う
に
Ｐ
Ｃ
・
エ
ネ
ミ
ー
を
配
置
し
、
戦
闘
を
開
始
す
る
。

「
巨
人
頭
脳
」
を
撃
破
す
れ
ば
戦
闘
は
終
了
と
な
る
。

エンゲージ

戦闘配置図

ＰＣ全員

殺人
ロボット

巨人頭脳

殺人
ロボット

殺人
ロボット

殺人
ロボット

◆
「
巨
人
頭
脳
」
の
デ
ー
タ
調
整
と
運
用

　

巨ブ
レ
イ
ニ
ア
ッ
ク

人
頭
脳
（
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
は
『BBT

』p242

を
参
照
）

は
以
下
の
デ
ー
タ
を
変
更
し
て
使
用
せ
よ
。
シ
ナ
リ
オ
上
か
な
り

壊
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
初
期
作
成
の
Ｐ
Ｃ
ふ
た
り
で
殴
り
に
行

く
ボ
ス
で
は
な
い
た
め
、
変
更
点
が
多
い
。

●
ア
ー
ツ
の
削
除

　
《
集
団
統
率
》《
回
復
能
力
》《
Ｂ
Ｓ
攻
撃
：
●
●
》
を
削
除

●
ア
ー
ツ
の
レ
ベ
ル
変
更

・《
世
界
律
：
神
速
》《
世
界
律
：
崩
壊
》
の
LV
を
１
に
変
更

・《
痛
打
》《
貫
通
撃
》
の
LV
を
２
に
変
更

●
ア
ー
ツ
の
追
加

・《
世
界
律
：
君
臨
》
LV
１
（『DCD

』p128

）
を
追
加

●
能
力
値
の
変
更

・【
Ｆ
Ｐ
】
を
110
に
変
更

・【
白
兵
値
】
を
９
に
、【
射
撃
値
】
を
８
に
変
更

・「
種
別
：
機
械
」
を
追
加　
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●
ア
ー
ツ
の
特
殊
な
調
整

　
巨
人
頭
脳
が
使
用
す
る
《
指
揮
能
力
》
は
、
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー

の
蓄
積
量
に
応
じ
て
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

［
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
が
40
未
満
］（
指
揮
能
力
：
故
障
LV
３
）

　
殺
人
ロ
ボ
ッ
ト
が
行
う
判
定
の
達
成
値
に
＋
３
。
た
だ
し
、
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
の
判
定
に
は
効
果
が
な
い
。

［
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
が
41
～
85
］（
指
揮
能
力
：
修
復
LV
３
）

　
殺
人
ロ
ボ
ッ
ト
が
行
う
判
定
の
達
成
値
に
＋
３
。
た
だ
し
、
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
の
判
定
へ
の
修
正
は
＋
１
と
な
る
。

［
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
が
86
以
上
］

　
通
常
の
《
指
揮
能
力
》
LV
３
を
使
用
す
る
。
こ
の
場
合
も
、「
巨

人
頭
脳
」
自
身
は
対
象
に
含
め
な
い
よ
う
に
す
る
。

●
運
用
に
つ
い
て

　
《
防
衛
役
》
の
効
果
を
使
い
、
積
極
的
に
殺
人
ロ
ボ
ッ
ト
を
カ

バ
ー
リ
ン
グ
す
る
。
攻
撃
自
体
は
Ｐ
Ｃ
を
多
く
巻
き
込
め
る
よ
う

に
対
象
を
選
択
す
る
。
単
体
攻
撃
の
場
合
は
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー

を
優
先
し
て
狙
う
。

◆
「
殺
人
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
運
用

　

殺
人
ロ
ボ
ッ
ト
は
、『DCD

』p133

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
を
そ
の
ま
ま
使
用
せ
よ
。

　

必
ず
「
巨
人
頭
脳
」
に
１
体
以
上
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ
す
る
よ
う
に

ム
ー
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
移
動
し
て
か
ら
攻
撃
を
行
う
。
も
し
「
巨

人
頭
脳
」
に
殺
人
ロ
ボ
ッ
ト
が
１
体
も
エ
ン
ゲ
ー
ジ
し
て
い
な
い

状
態
な
ら
、
攻
撃
よ
り
も
離
脱
移
動
を
優
先
す
る
。

　

基
本
的
に
多
く
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
巻
き
込
め
る
よ
う
に
攻
撃

方
法
を
選
択
す
る
が
、
単
体
攻
撃
の
場
合
は
対
象
を
ラ
ン
ダ
ム
で

決
定
す
る
こ
と
。

▼
描
写
２
（
戦
闘
終
了
後
。
そ
の
後
シ
ー
ン
を
終
了
）

　

人
工
頭
脳
を
構
成
し
て
い
た
シ
リ
ン
ダ
ー
が
爆
発
を
起
こ
し
、

放
た
れ
た
レ
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
『
虚
構
の
星
杯
』
の
上
部
が
吹
き

飛
ば
さ
れ
る
。

　

切
り
取
ら
れ
た
窓
か
ら
覗
く
空
は
、
そ
の
不
可
解
な
緑
色
の
膜

が
薄
れ
て
い
き
、
や
が
て
元
通
り
の
空
の
色
を
取
り
戻
し
た
。

　

―
―
ド
ミ
ニ
オ
ン
は
消
滅
し
、
こ
の
地
の
時
間
も
元
に
戻
り
。

あ
な
た
た
ち
は
帰
路
を
取
り
戻
し
た
の
だ
。
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▼
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ
は
特
に
内
容
を
規
定
し
な
い
。
基
本

的
に
は
、
全
Ｐ
Ｃ
共
通
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
、
激
戦
か
ら
生

還
し
た
あ
な
た
た
ち
を
い
た
わ
り
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
に
閉
ざ
さ
れ
て

い
た
こ
の
避
暑
地
か
ら
脱
出
で
き
る
こ
と
を
喜
ぶ
彩
花
と
、
今
後

も
日
常
は
続
い
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
て
演
出
す
る
と
よ
い
だ
ろ

う
。

◆
経
験
点
の
算
出

　

シ
ナ
リ
オ
ご
と
の
経
験
点
項
目
は
以
下
の
通
り
。

●
Ｓ
Ａ
を
達
成
し
た
：
１
点

●
ド
ミ
ニ
オ
ン
ア
ー
ツ
の
数
：
９
点

　

他
の
項
目
は
、
Ｇ
Ｍ
が
普
段
行
っ
て
い
る
と
お
り
に
処
理
す
る

こ
と
。

 

▼
ド
ミ
ニ
オ
ン
『
虚
構
の
星
杯
』

　
ド
ミ
ネ
ー
タ
ー
：
巨ブ
レ
イ
ニ
ア
ッ
ク

人
頭
脳　
　
世
界
律
等
はp194

を
参
照

　
『
虚
構
の
星
杯
』
は
、
宇
宙
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た
ド
ミ
ニ
オ
ン

が
、“
虚
無
”
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
残
骸
―
―
も
は
や
乗
せ
る

者
す
ら
失
っ
た
、
種
族
保
存
の
た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー
で
あ
る
。 

故
障
し
た
状
態
で
地
球
ド
ミ
ニ
オ
ン
に
偶
然
落
着
し
、
機
能
の
回

復
を
図
る
た
め
の
自
己
修
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
起
動
。
そ
の
結
果
と

し
て
周
囲
の
時
空
間
に
異
常
を
引
き
起
こ
し
た
。

　

そ
の
本
領
は
時
間
操
作
に
よ
る「
内
部
機
能
の
永
久
的
な
保
存
」

で
あ
り
、機
能
が
す
べ
て
回
復
し
た
場
合
、そ
の
影
響
範
囲
に
あ
っ

た
も
の
は
す
べ
て
『
虚
構
の
星
杯
』
に
永
久
保
存
す
べ
き
対
象
と

し
て
取
り
込
ま
れ
、
個
と
し
て
の
意
味
を
失
う
。

　

―
―
し
か
し
、
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
を
制
御
す
る
Ａ
Ｉ
―
―

巨ブ
レ
イ
ニ
ア
ッ
ク

人
頭
脳
は
、“
虚
無
”
の
影
響
を
受
け
狂
い
果
て
た
。
保
存
す

べ
き
存
在
に
「
自
己
の
周
囲
そ
の
も
の
」
を
加
え
、
本
来
設
計
さ

れ
た
意
図
で
あ
る
「
母
星
の
種
の
保
存
」
か
ら
外
れ
た
蒐
集
者
と

化
し
て
い
る
。
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●ランダムイベントチャート（D66）

d66 内容
11-13 隕石から強烈な死の衝動が放たれる。

●［アクシデント］登場中のキャラクター全員は堕落判定を行う。
14-16 突然、時間の加速を体感した。

時間カウンターを 1点増加させ、ランダムイベントチャートを振り
直す。　※もう一度振り直し・振り足しが出た場合は、その部分を無視する。

21-23 バスの周囲で空間が新たに捻れる気配を感じる…。バスの周囲には、
アンノウンマン達がまだ残っている！　代表者 1 名は【社会】で難
易度 13 の判定を行う。
●成功：一般人達を、安全な場所に誘導することができた。謝礼と
して、財産点を 4点得る。分配は登場中の PCで相談すること。
●失敗：［アクシデント］バスまるごと空間が切断され、一般人達が
犠牲になってしまった。登場中の PCは人間性が 1D6 点低下する。

24-26 突然、何もない空間から機銃が突き出し、彩花に狙いを定めた。代
表者１名は【行動値】で難易度 16 の判定を行う。
●成功：彩花を機銃の射線から逸らし、安全を確保した。
●失敗：［アクシデント］望月彩花に〈技術〉20+2D6 点のダメージ
を与える。
※これは射撃攻撃として扱い、あなたたちはカバーリングしてもよい。そ
うする場合、　《守護の盾》等のアーツを併用しなければ行動済になる。

31-33 ペンション跡地で救援を待っていたアンノウンマン達を発見した。
彼らは、できれば皆がいるバスの近辺まで案内してほしがっている
ようだ。あなたたちは、時間を掛けて彼らを送り届けてよい。
彼らを送り届けるなら、時間カウンターを 1D6 点増加させること。
そうしたら、あなたたちは謝礼として「再生薬」「治癒薬」「障壁符」
のうち２種類を選び、それぞれひとつずつ入手できる。

34-36 時間と空間の流れが狂い、様々なトラブルが同時多発的に発生する。
●［アクシデント］ランダムイベントチャートを 2回振り足す。
※もう一度振り直し・振り足しが出た場合は、その部分を無視する。

　ミドルフェイズ中、ラウンド開始時に振るランダムイベントチャー
トは、D66 を振って内容を決定する。
　その中でも、［アクシデント］と書かれた部分は、《資産：法則》（１）
の効果で時間カウンターを 2D6 点増加させることで、未然に防ぐ――
その効果を無視することができる。判定に失敗した事実は変わらない。
　GM はランダムイベントの処理に際し、アクシデントに関連するアー
ツの使用許可を出してもよい。また、イベント処理の結果、望月彩花
に１点でもダメージが与えられた場合、彼女は即座に真の死となる。



Quarter ; Again

29

d66 内容
41-43 あなたたちの足下に、突如爆弾が投げ込まれた！　代表者１名は【技

術】で難易度 15 か、目標値 13 のドッジの判定を行う。
●成功：咄嗟の対応ではあったが、爆弾を無力化することに成功した。
判定者は「爆発物」（『BBT』p175）を入手してもよい。
●失敗：［アクシデント］シーンに登場している PCと望月彩花に、〈技
術〉16+3D6 点のダメージを与える。これは「対象：範囲」の射撃
攻撃として扱う。（《きらめきの壁》を使用してよい）

44-46 隕石の落下地点から、高速で迫るローラーダッシュの音が聞こえて
くる。速く待避しなければ…。代表者１名は【社会】で難易度 15 の
判定を行う。
●成功：スムーズに待避することができた。ミドルフェイズの戦闘
シーンが始まる前にこのイベントに成功したら、観光客達から謝礼
として財産点を合計で［1D6+3］点もらえる。分配は相談せよ。
●失敗：［アクシデント］走ってきたのは殺戮機械達だ！　なんとか
切り抜けたが、消耗も大きい。PC全員が【FP】を 3D6 点失う。

51-53 ＰＣ①の頭上に、どこからか吹き飛ばされてきた鋼板が落ちてくる。
「危ない！」彩花が反射的にあなたを庇おうと動き出す。ＰＣ①は、

命中判定達成値 13 のこの攻撃に対して、ドッジを行う。
●成功：無事、この危機を逃れることができた。鋼板も、防御手段
としては活用できるほど形が残っている。あなたは「シールド」（『BBT』
p175）を入手してもよい。
●失敗：［アクシデント］あなたを庇った彩花に鋼板が突き刺さる。
彩花はあなたをカバーリングし、〈肉体〉30+5D6 点のダメージ。

54-56 突如、遠方から薙ぎ払うようにレーザーが照射される！　代表者１
名は【行動値】で難易度 17 か、目標値 15 のドッジの判定を行う。
●成功：咄嗟に全員に回避を指示し、うまくこの攻撃をやり過ごす
ことができた。あなたは「特殊弾」（『BBT』p181）を入手してもよい。
●失敗：［アクシデント］シーンに登場しているＰＣと望月彩花に、
〈加護〉20+1D6 点のダメージを与える。これは「対象：範囲」の攻
撃として扱う。

61-63 空間がねじれた結果、目の前に頑丈なコンテナが出現した。中には
物資が入っているようだ。
登場しているＰＣ全員が、即座に舞台裏の処理を１回行える。

64-66 時間と空間の流れが狂い、様々なトラブルが同時多発的に発生する。
●［アクシデント］ランダムイベントチャートを３回振り足す。
※もう一度振り直し・振り足しが出た場合は、その部分を無視する。
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▼
上
級
ド
ミ
ニ
オ
ン
ル
ー
ル

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、『
ド
ミ
ニ
オ
ン
ズ
』
掲
載
の
上
級
ド
ミ
ニ

オ
ン
ル
ー
ル
を
使
用
し
て
プ
レ
イ
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場

合
、
シ
ナ
リ
オ
を
以
下
の
よ
う
に
調
整
せ
よ
。

◆
《
資
産
：
●
●
》
と
［
世
界
律
］
の
置
き
換
え

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
終
了
後
に
使
用
す
る《
資
産
：
●
●
》を
削
除
し
、

上
級
ド
ミ
ニ
オ
ン
ル
ー
ル
の
［
世
界
律
］
に
置
き
換
え
る
。
対
応

は
以
下
の
通
り
。

 ［
時ル
ー
プ
リ
ー
パ
ー

翔
環
流
］

　

こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
内
で
は
、
時
間
の
流
れ
が
異
常
を
き
た
し
て
い
る
。
あ

な
た
た
ち
は
、
同
じ
時
刻
を
何
度
も
、
記
憶
を
保
っ
た
ま
ま
行
き
来
し
て
い

る
。
―
―
あ
な
た
た
ち
半
魔
な
ら
ば
、
こ
の
時
間
の
ル
ー
プ
を
利
用
す
れ
ば
、

直
前
に
起
こ
っ
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
あ
ら
か
じ
め
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

●
こ
の
世
界
律
は
、《
資
産
：
法
則
》（
１
）
に
相
当
す
る
。

 ［
不ア
ン
ス
テ
ー
ブ
ル

安
定
時
空
］

　

時
間
の
流
れ
の
異
常
は
、
利
用
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
不
安
定

な
空
間
そ
の
も
の
が
あ
な
た
た
ち
の
魂
を
奈
落
へ
と
惹
き
つ
け
、
様
々
な
異

常
事
態
の
引
鉄
と
な
る
。

●
こ
の
世
界
律
は
、《
資
産
：
法
則
》（
２
）
に
相
当
す
る
。
た
だ
し
、

ラ
ウ
ン
ド
終
了
時
に
低
下
す
る
人
間
性
を
［
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
÷

10
（
端
数
切
り
上
げ

0

0

0

0

、
最
低
１
）］
に
変
更
せ
よ
。
こ
の
世
界
律

の
影
響
を
無
視
す
る
場
合
、
ク
リ
ン
ナ
ッ
プ
の
人
間
性
低
下
の
み

無
視
す
る
。

 ［
同ア
シ
ミ
レ
イ
タ
ー

化
修
復
］

　

隕
石
衝
突
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
外
に
は
、
地
球
の

青
空
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
空
を
切
り
取
る
よ
う
に
、
緑
色
の
膜
が
光
と

炎
を
遮
っ
て
い
る
。
…
…
少
し
ず
つ
、
そ
の
膜
の
色
が
薄
ら
い
で
い
く
よ
う

に
見
え
る
の
は
、
果
た
し
て
気
の
せ
い
な
の
だ
ろ
う
か
？

　

運
用
と
し
て
は
《
資
産
：
告
死
》
に
相
当
す
る
。
情
報
項
目
「
ド

ミ
ニ
オ
ン
の
正
体
」
の
調
査
が
終
了
す
る
ま
で
、
こ
の
世
界
律
の

名
前
は
伏
せ
る
こ
と
。

　

こ
の
世
界
律
は
、
い
か
な
る
手
段
で
も
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
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が
で
き
ず
、
時
間
カ
ウ
ン
タ
ー
が

100
に
な
る
と
内
部
に
い
る
す
べ

て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
な
る
。「
真
の
死
に
な
る
」

効
果
は
、
こ
の
世
界
律
に
は
含
ま
れ
な
い
。

　
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
正
体
」
の
す
べ
て
の
情
報
を
入
手
し
た
後
は
、

世
界
律
の
説
明
を
以
下
の
文
章
に
差
し
替
え
る
。

　

あ
る
星
の
作
り
上
げ
た
種
族
保
存
用
の
シ
ェ
ル
タ
ー
『
虚
構
の
星
杯
』
は
、

時
間
の
流
れ
を
還
流
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
身
の
機
能
回
復
の
た
め
の
時
間
を

稼
い
で
い
る
。
修
復
が
終
わ
れ
ば
、
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
内
部
に
あ
る
す
べ
て

の
存
在
は
、『
虚
構
の
星
杯
』
が
保
管
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
に

取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

そ
う
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
脱
出
は
不
可
能
だ
。

◆
追
加
す
る
ド
ミ
ニ
オ
ン
ア
ー
ツ

　

削
除
さ
れ
た
《
資
産
：
●
●
》
に
代
わ
り
、
以
下
の
ド
ミ
ニ
オ

ン
ア
ー
ツ
を
追
加
す
る
。シ
ナ
リ
オ
経
験
点
の「
ド
ミ
ニ
オ
ン
ア
ー

ツ
の
数
」
の
項
目
は
、
９
点
の
ま
ま
変
化
し
な
い
。

●
《
資
産
：
転
生
》
LV
１
（『BBT

』p235

）

　

Ｐ
Ｃ
達
が
エ
キ
ス
ト
ラ
化
し
た
直
後
に
使
用
す
る
。
Ｐ
Ｃ
達
を

含
め
、
避
暑
地
内
に
い
る
す
べ
て
の
生エ

キ
ス
ト
ラ

命
体
を
『
虚
構
の
星
杯
』

の
ク
ル
ー
に
転
生
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
達
は
事
実
上
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ロ
ス
ト
と
な
る
。

●
《
我
が
王
国
を
受
け
継
ぐ
が
よ
い
》（『DOM

』p143

）

　

シ
ナ
リ
オ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
③
を
選
ん
だ
Ｐ
Ｃ
が
、
戦
闘
終
了
後

に
『
匣
』
の
制
御
を
試
み
た
い
と
い
う
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
し
て
き

た
場
合
に
使
用
す
る
。プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
た
場
合
、

そ
の
Ｐ
Ｃ
を
『
虚
構
の
星
杯
』
の
ド
ミ
ネ
ー
タ
ー
と
す
る
。
拒
否

さ
れ
た
場
合
は
効
果
を
取
り
下
げ
る
。

　

ド
ミ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
半
魔
は
も
は
や
半
魔
た
り
え
な
い
た

め
、
こ
ち
ら
も
事
実
上
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ロ
ス
ト
と
な
る
。

◆
Ｄ
エ
ゴ

　
【
す
べ
て
を
失
っ
て
さ
え
、
の
こ
し
た
い
も
の
】

※
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
正
体
」
の
調
査
終
了
後
に
解
禁
。　
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●シナリオパーソナリティ

望
もちづき

月彩
あや

花
か

（画像は中高生程度の外見をイメージ）

性別：女　　年齢：ＰＣ①と同学年の範囲で自由
ルーツ：ノウンマン
絆：ＰＣ①（慈愛）　　絆：家族（倦怠）
エゴ：日常に刺激が欲しい
エゴ：わるいことがしたい

　かつて魔物絡みの事件に巻き込まれ、ＰＣ①にその命
を救われた少女。ＰＣ①の事情を知る者として、最大の
理解者であろうと努力している。落ち着いた物腰で話す
が、実は裕福な家庭の生まれで、いわゆる “ お嬢様 ” とも言える出自。
ノウンマンとしては、さまざまな技術や思考に優れ行動力もある才媛
だが、表面をお利口そうに繕う彼女自身の家における日常に飽いてい
る。今回の避暑地への旅行は、刺激を求めた彼女の提案によるものだ。
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